












































子 1)、早川　公子 2)、千村　葉子 2)、徳竹　理香 2)、
　島田美奈子 2)、木内　才子 3)、池田千鶴子 4)、橋本　典枝 4)、



































葵 1)、宅江　孝修 1)、吉田　勝好 1)、郷原　　学 1)、


































1,2)、矢野　　光 2)、大竹　弘之 2)、板谷　一成 2)、
　八巻　俊雄 2)、藤掛　佳男 2)、森　　一博 2)、津田　正博 2)、
青山　平一 2)、町田　　毅 2)
【はじめに】病院薬剤師を取り巻く環境が大きく変化している渦中
で、医療の合理化、医療の質の保証や安全な医療の提供が求められ
ている。病院薬剤師にも薬剤管理指導業務、プレアボイド報告等今
以上にさらに充実することを求められてきた。このような背景の中
で、日赤薬剤師会では薬剤業務についてのアンケート調査を実施し、
全施設の業務内容・業務量を集計し、さらに過去との比較を出した。
第２報では薬剤管理指導業務、プレアボイド実施状況等について述
べる。
【方法】１.アンケート方式２.対象：全国赤十字病院(分院含) 93施設
３.調査実施月：平成24年10月
【結果】薬剤管理指導業務では実担当者１人当たりの薬剤管理指導
１ヵ月算定件数の全国平均は67.3件であった。また、総入院患者に
対して70％以上の患者に服薬指導を実施していると回答した施設
数は16（17％）であった。一方、病院薬剤師の職能アピールがで
き、地位向上に繋がると思われる日病薬へのプレアボイド報告を実
施している病院は全体の42％で、年間100件以上報告は6施設であっ
た。病棟で薬剤師が入院患者の配薬業務を実施している施設数は
28（30％）であった。簡易懸濁法を実施している施設数は64（69％）
と年々増加していた。
【考察】医薬品の適正使用を通じて薬物治療の質的向上に寄与する
には、薬剤管理指導業務が最も重要な業務であり、患者や他の医療
従事者にも理解されやすく、しかも、診療報酬上からも高く評価さ
れている。しかし、その算定件数や稼働率には病院間でバラツキが
見られている。医療安全が叫ばれている昨今、病院薬剤師の病棟で
の活躍はこれまで以上に充実化したものにしていかなければならな
いと考える。
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